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１．研究計画の概要 
本研究プロジェクトの目的は第二言語に

おける読みにおいて単語認知等の読みの下

位スキルの発達が理解に関わる上位スキル

とどのような関係にあるかを解明すること

であった。2011年度は本プロジェクトの最終

年度にあたり、これまでの研究成果を公表す

ること、および、本プロジェクトの結果に基

づき、まだ、解明されていない下位スキルと

上位スキルとの関わりについてさらに、研究

を進める。具体的には、読みの流暢さ

（reading fluency）が第二言語による読み

においてどのような役割を果たすのかを調

査するために、web上で行うRRの教材開発の

準備を進め、教材の質や手順の均一化などを

図る。これにより、より信頼度の高い量的研

究を行うことが可能になる。今後は国内・海

外との共同研究・協力を進める予定である。 

 
２．研究の進捗状況 
第 15 回国際応用言語学会世界大会におい

て第二言語運用能力の高い読み手に

Repeated Reading(RR)がどのような影響を与

えるかについて発表し、それを論文にまとめ

た原稿を2010年8月29日に外国語によるリ

ーディングの学術専門誌であるReading in a 

Foreign Language誌に投稿した（Taguchi, E., 

Gorsuch, G.J., Takayasu-Maass, M., & Snipp, 

K. (2010). Assisted repeated reading with 

an advanced-level Japanese EFL reader: A 

longitudinal diary study. Manuscript 

submitted for publication.)。その審査結

果が 2011 年 1 月 27 日に示され、修正の後、

再投稿を求められ、現在、修正原稿を準備し

ている。本論文は RR に関して、質的アプロ

ーチを中心にしながらも、黙読時間やテスト

スコアなどのデータを絡めた量的アプロー

チも融合させて、読みの下位スキルと上位ス

キルの相互作用を調べようとする試みであ

り、理解度が保証される高度なスキルを持っ

た読み手については自動化理論（LaBerge & 

Samuels, 1974; Samuels, 1994)が当てはま

る可能性を示唆する結果となった。 

 
３．現在までの達成度 
本研究プロジェクトの目的は、第二言語に

よる読みにおいて単語認知などの下位スキ

ルがメタ認知スキル等を含む、読みの理解に

関わる上位スキルとどのように関係してい

るのかを、Repeated Reading (RR)の効果を
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検証することによって明らかにすることで

ある。本研究プロジェクトの成果である

diary study の結果では、理解度が保証され

る高度なスキルを持った読み手については

自動化理論（LaBerge & Samuels, 1974; 

Samuels, 1994)が当てはまる可能性を示唆す

ることとなったが、diary study の質的アプ

ローチではその結果を一般化することはで

きない。そのため、本研究プロジェクトの研

究成果に基づき、今後は量的アプローチを採

用できる研究環境を整え、まだ解明されてい

ない下位スキルと上位スキルの関係をさら

に調査する予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

従来のアナログ形式の教材（カセット・テ

ープやMDなど）を使用したRRではデータ収

集や協力者・共同研究者との連携などにおい

て教材の質や手順の均一化などを図ること

が難しく、そのため、まとまったサンプル数

を用いた量的な研究を行うことができなか

った。次の研究ステップとして、今後は本研

究の結果をもとに、教材の質を保証し、手順

を均一化できる web 上で行う RR の教材開発

を進め、国内、海外との共同研究・協力を進

める。教材の作成・編集については 2010 年

度より作業を開始しており、同時に、RRの効

果測定のためのテスト開発も研究分担者の

奥田、リーと共に進めている。事前テスト、

事後テスト、遅延テストの開発とその等価性

の検証を行い、過去の研究で問題となってい

たテストの等価性を事前に確認した上で実

験を進める予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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